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小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の １ ）  

 

問 題  １   

 

問 １  

 

 

 

 

 

 

問 ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 ３  

 

 

 

 

 

 

 

 
 採  点  欄  

 

コ ロ ナ ウ イ ル ス の 一 種 ,  ヒ ト ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス 7 ,  ボ ル ナ ウ イ ル ス ,   

水 痘 ・ 帯 状 疱 疹 ウ イ ル ス ,  ヒ ト T細 胞 白 血 病 ウ イ ル ス 1  

 

ヒ ト ヘ ル ペ ス ウ イ ル ス 7が 胃 の 遺 伝 子 の 働 き を 左 右 し ,  胃 の 生 理 機 能 に  

影 響 を 及 ぼ し て い る 可 能 性 を 見 い だ さ れ た か ら 。  

 

 

 

乗 り 移 っ た 私 達 の 体 を 有 効 活 用 し よ う と 計 算 し 尽 く し た 戦 略  

感 染 し た 細 胞 を 殺 さ ず ,  自 ら の 子 孫 を 残 す  
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小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の ２ ）  

 

 

 

問 ４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 ５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 採  点  欄  

 

あ る ウ イ ル ス の 潜 伏 期 間 が 人 間 の 寿 命 を 上 回 れ ば ,  感 染 者 が 生 存 期 間 中 に  

そ の ウ イ ル ス の た め に 病 気 を 発 症 す る こ と は な い た め 。  

 

 

 

今 ま で は 健 康 な 人 は 感 染 者 で は な い と 捉 え て き た が ,  感 染 し て い て も  

病 気 を 起 こ さ な い 人 が い る の で あ れ ば ,  健 康 と 感 染 の 関 係 が 曖 昧 に  

な る か ら 。  
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小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の ３ ）  

 

 

問 題  ２    選 択 し た 問 題 の 記 号 を ○ で 囲 み な さ い 。  

 

 ［ Ａ ］   ［ Ｂ ］   ［ Ｃ ］  

 

植 物 が 枯 れ た 後 は 大 気 中 か ら の 炭 素 1 4の 供 給 が 止 ま る た め ,  そ の 後 ,   

放 射 性 崩 壊 を 続 け て 存 在 率 が 下 が っ て い く 。 そ の た め ,  遺 跡 の 木 片 に  

含 ま れ る 炭 素 1 4の 存 在 比 か ら 植 物 の 生 き て い た 年 代 を 知 る こ と が で き る 。  

炭 素 1 4が 生 存 中 と 比 較 し て  1
8
 で あ る 例 で は ,  残 留 率 の 式 か ら ,   

𝑁𝑁
𝑁𝑁0

= (1
2
)
𝑡𝑡
𝑇𝑇 = 1

8
= (1

2
)3 な の で ,  𝑡𝑡

𝑇𝑇
= 3, 𝑡𝑡 = 3 × 𝑇𝑇 = 3 × 5730 = 17190 で あ る 。  

従 っ て ,  発 掘 さ れ た 遺 跡 は 1万 7 1 9 0年 前 の も の で あ る と 推 測 さ れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 採  点  欄  

 

2 0 2 1  推 ･帰 ･社  

 



そ の ３   
 受 験  

番 号  

  

氏 名 

  

 

 

小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の ３ ）  

 

 

問 題  ２    選 択 し た 問 題 の 記 号 を ○ で 囲 み な さ い 。  

 

 ［ Ａ ］   ［ Ｂ ］   ［ Ｃ ］  

 

サ リ チ ル 酸 メ チ ル は サ リ チ ル 酸 の カ ル ボ ン 酸 部 分 が メ チ ル エ ス テ ル 化 し た  

化 合 物 で あ り ， ア セ チ ル サ リ チ ル 酸 は サ リ チ ル 酸 の フ ェ ノ ー ル 部 分 が  

ア セ チ ル 化 し た 化 合 物 で あ る 。 従 っ て ， ま ず サ リ チ ル 酸 メ チ ル を  

サ リ チ ル 酸 に 加 水 分 解 し た 後 に ア セ チ ル 化 す る こ と で ， ア セ チ ル サ リ チ ル 酸  

を 合 成 で き る 。 具 体 的 に は ， サ リ チ ル 酸 メ チ ル に 水 と 少 量 の 濃 硫 酸 を 加 え て  

加 熱 す る こ と で サ リ チ ル 酸 に 変 換 し ， 次 い で サ リ チ ル 酸 に 無 水 酢 酸 を 加 え て  

加 熱 す る こ と で ア セ チ ル サ リ チ ル 酸 に 変 換 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 採  点  欄  
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小 論 文 Ⅲ  解 答 用 紙 （ そ の ３ ）  

 

 

問 題  ２    選 択 し た 問 題 の 記 号 を ○ で 囲 み な さ い 。  

 

 ［ Ａ ］   ［ Ｂ ］   ［ Ｃ ］  

 

増 や し た い D N A ,  プ ラ イ マ ー ,  D N Aポ リ メ ラ ー ゼ ,  4種 類 の ヌ ク レ オ チ ド を  

加 え た 溶 液 を 準 備 す る 。 こ の 溶 液 を 9 5℃ で 加 熱 す る と D N Aの 二 本 鎖 が 一 本 鎖  

に な る 。 5 0 - 6 0℃ に 温 度 を 下 げ る 。 複 製 す る 領 域 の 端 に プ ラ イ マ ー が 結 合 す  

る 。 プ ラ イ マ ー が 結 合 す る と 複 製 が 始 ま る 。 7 2℃ に 温 度 を 上 げ る 。  

D N Aポ リ メ ラ ー ゼ の 働 き で 一 本 鎖 D N Aに 相 補 的 な 塩 基 を 持 つ ヌ ク レ オ チ ド  

が 結 合 し て い く 。 こ れ を 2 0 - 3 0回 程 度 繰 り 返 す と ,  目 的 と す る D N Aを 数 時 間  

で 数 百 万 倍 ま で 増 や す こ と が 出 来 る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 採  点  欄  

 

 



（別紙） 

タイトル 

 

 2021年度 特別選抜（学校推薦型選抜・帰国生選抜・社会人選抜） 

 

 医学部保健学科 小論文問題 

評価の 

ポイント 

 小論文Ⅲ 

 

大問 1 

 本問題ではウイルス感染を題材にした文章を読解することにより, 総合的

な知識, 思考力, 解決能力を評価した。評価にあたっては次の点を特に重視

した。 

 

問 1 

 本文中で取り上げられている潜在感染を生じさせるウイルスを正確に抽出

することができるかどうか。 

 

問 2 

 本文中に記載されている意味を正確に読み解き, 該当理由について適切に

回答できるか評価した。 

 

問 3 

 本文中に記載されている意味を正確に読み解き, それを支持する記載につ

いて回答できるかどうかを評価した。 

 

問 4 

 本文中に記載されている意味を正確に読み解き, 該当理由について適切に

回答できるか評価した。 

 

問 5 

 本文中に記載されている意味を正確に読み解き, 該当理由について適切に

回答できるか評価した。 

 

 

大問 2A 

 炭素の放射性同位体を利用した年代推定について, 正しく論述できている

かを評価した。評価にあたっては, 次のような点を特に重視した。 

 

・推定できる原理について説明できているか。 

・遺跡の年代推定について, 与えられた式を用いながら, 正しく年代を推定

できているか。 

 

 

 



大問 2B 

サリチル酸メチル→サリチル酸→アセチルサリチル酸と 2 段階の反応を経

て合成することを正しく論述できているかを，特に次の点を重視して評価し

た。 

・第 1段階の反応が，蒸留水と濃硫酸を使用した加水分解反応であること。 

・第 2段階の反応が，無水酢酸を使用したアセチル化反応であること。 

 

 

大問 2C 

 PCR 法の手順とその特徴を適切に説明できるか, 次のような点を特に重視

した。 

・PCR法の 3つの段階の温度と起こっていることを適切に説明できているか。 

・この手順を繰り返し行うことを記述しているか。 

・DNAを「数時間で数百万倍に」増やすという特徴を記述しているか。 

 


